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１２月の開館日 
  ５日（月）、６日（火）、 

    １２日（月）、１３日（火）、 
       ※１０～１７時 。 

 土着人類学研究会のおしらせ 
◎１２月１１日（日）１７時半～ 

 今回は「吉野の会」との共催になります。当館

キュレーターの青木が「人文系私設図書館ルチ

ャ・リブロとはなにか 地方から人文知を問い直

す試み」というテーマで発表します。 

冬休みと長期貸出のおしらせ 
 ルチャ・リブロは、１２/１４(水)～３/１８(土)まで

冬休みをいただきます。これに伴い、貸出期間を延長

します。１１/１４(月)～、返却日を一律、３/２８(火)

といたします。「読んでみたいけど、1ヶ月では無理か

も…」と思っていた本も、じっくり読んでみませんか？ 
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おすすめ 
◎	 泉鏡花『高野聖・眉かくしの霊』 
◎	 （岩波書店、１９３６） 

 

 岩波文庫に収録されている二篇で、今回は

「眉かくしの霊」についてご紹介します。 

 雪の山国の小さな宿に逗留した男が、眉を落

とした美女の姿を目にし、宿の者に仔細を尋ね

る…というお話。鏡花の幽霊私観が表れている

ようで、とても面白い作品です。 

 単なる美女の幽霊、というより、過去が現在

に現れ出て、何度も繰り返しているような。雪

の夜におすすめしたい一冊です。 

ルチャ・リブロは東吉野村で活動

している小さな私設図書館です。 

貸出冊数：３冊まで 

貸出期間：１ヶ月 

HP: http://lucha-libro.net/ 
所在地: 奈良県吉野郡 東吉野村

鷲家 天誅組終焉の地石碑スグ 

（近鉄榛原駅より奈良交通バス 15

東吉野村役場行き乗車、バス停「鷲

家」より川沿い徒歩 10 分） 

鷲家（バス停） 


